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飲
酒
運
転
の
根
絶

～

一
杯
で

消
え
る
未
来
と

消
せ
ぬ
罪

～

飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪

飲
酒
運
転
は
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
引

き
起
こ
す
悪
質
、危
険
な
運
転
行
為
で
す
。

お
酒
は
わ
ず
か
な
量
で
も
運
転
に
大
き

な
影
響
が
あ
り
、
大
事
故
を
起
こ
す
可
能

～

冬
山
は

装
備
・
計
画

し
っ
か
り
と

～

冬
山
登
山
は
見
渡
す
限
り
の
銀
世
界
な

ど
、
夏
山
と
は
違
う
大
き
な
魅
力
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
反
面
、
天
候
急
変
に
よ
る
遭

難
や
、
雪
崩
や
滑
落
な
ど
の
遭
難
が
毎
年

性
が
高
ま
り
ま
す
。

平
成
27
年
12
月
１
日
施
行
「
北
海
道
飲

酒
運
転
の
根
絶
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ

き
、
道
民
一
人
ひ
と
り
が
飲
酒
運
転
の
根

絶
に
向
け
て｢
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ

せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
を
合
言
葉
に
、
地

域
全
体
で
飲
酒
運
転
根
絶
の
気
運
を
高
め

ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
は
、
運
転
者
以
外
も
処
罰
の
対
象

飲
酒
運
転
は
、運
転
者
だ
け
で
は
な
く
、

周
り
の
人
に
も
重
い
処
罰
が
あ
り
ま
す
。

車
を
運
転
す
る
恐
れ
の
あ
る
人
に
お
酒

を
提
供
し
た
り
、
お
酒
を
飲
ん
で
い
る
人

に
車
を
提
供
し
た
り
、
飲
酒
運
転
の
車
に

同
乗
す
る
と
、
た
と
え
お
酒
を
飲
ん
で
い

な
く
て
も
処
罰
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

｢

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」
で
飲
酒
運

転
を
防
止

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
と
は
、
仲
間

と
車
で
飲
食
店
に
行
く
場
合
、
あ
ら
か
じ

め
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー

パ
ー
）
を
決
め
、
そ
の
人
が
仲
間
を
自
宅

ま
で
送
り
届
け
る
こ
と
で
す
。
お
酒
を
提

供
す
る
お
店
で
は
、「
お
客
さ
ん
が
車
で

来
店
し
て
い
な
い
か
」、「
車
で
来
店
し
て

い
る
場
合
は
、
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
は
誰

な
の
か
」
を
確
認
し
て
、
飲
酒
運
転
を
防

止
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
情
報
の
提
供

北
海
道
警
察
で
は
、
悪
質
な
飲
酒
運
転

を
根
絶
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報

提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。「
今
ま
さ

に
、
飲
酒
運
転
を
し
そ
う
、
し
て
い
る
」

な
ど
、
す
ぐ
に
対
応
が
必
要
な
場
合
は
、

１
１
０
番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。
緊
急

時
以
外
で
、
１
１
０
番
通
報
に
抵
抗
が
あ

る
場
合
は
、
飲
酒
運
転
に
関
す
る
情
報
を

受
け
付
け
る
専
用
の
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム

「
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
ボ
ッ
ク
ス
」
が
北
海
道

警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
設
置
さ
れ
て
い

る
の
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、飲
酒
運
転
ゼ
ロ
ボ
ッ
ク
ス
で
は
、

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
ア
イ
デ
ィ
ア
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
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ref.
hokkaido.lg.jp

問
興
部
警
察
署

☎
８
２
‐
２
１
１
０

冬
山
遭
難
の
防
止

数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

冬
山
遭
難
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
次

の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
自
身
の
登
山
技
術
、
体
力
、
経
験
に
応

じ
た
山
を
選
ぶ
と
と
も
に
、
行
程
な
ど
無

理
の
な
い
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

登
山
計
画
書
を
必
ず
作
成
し
、
家
族
や

職
場
な
ど
に
渡
す
ほ
か
、
興
部
警
察
署
や

最
寄
り
の
駐
在
所
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
登
山
計
画
書
は
北
海
道
警
察
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
メ
ー
ル
で
提
出
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
単
独
で
の
入
山
を
避
け
、
冬
山
登
山
の

経
験
豊
富
な
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
、
複
数
人

で
の
登
山
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
入
山
前
に
必
ず
天
気
予
報
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
急
な
天
候
悪
化
に
も
耐
え
ら
れ

る
十
分
な
装
備
、
悪
天
候
な
ど
に
よ
り
テ
ン

ト
や
山
小
屋
へ
留
ま
る
時
の
予
備
食
料
や

燃
料
な
ど
を
準
備
し
、
天
候
の
悪
化
が
予
想

さ
れ
る
場
合
は
登
山
を
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

○
万
一
の
場
合
の
通
信
手
段
と
し
て
、

携
帯
電
話
な
ど
の
通
信
手
段
や
充
電

バ
ッ
テ
リ
ー
、
登
山
用
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
携
行

し
ま
し
ょ
う
。

○
冬
山
で
は
、
地
形
や
積
雪
、
気
象
変
化

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
雪
庇
の
踏
み

抜
き
や
雪
崩
発
生
の
危
険
性
が
高
い
場
所

は
回
避
す
る
な
ど
、
慎
重
な
行
動
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

問
興
部
警
察
署

☎
８
２
‐
２
１
１
０

安

全

紋
別
地
区
消
防
組
合
雄
武
消
防
団
で

は
、
次
の
期
間
で
歳
末
特
別
警
戒
を
実
施

し
ま
す
。

特
別
警
戒
実
施
期
間
中
の
夜
間
は
、
消

防
車
な
ど
が
警
鐘
を
鳴
ら
し
な
が
ら
町
内

を
巡
回
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
火
災
予
防

を
呼
び
か
け
ま
す
。

実
施
期
間

12
月
28
日
㈮
～
30
日
㈰

年
の
瀬
は
何
か
と
あ
わ
た
だ
し
く
、
火

の
取
扱
い
に
対
す
る
警
戒
心
も
薄
れ
が
ち

に
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
か
ら

火
災
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
次

の
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

・  

火
気
の
使
用
時
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

・ 

出
か
け
る
前
、
就
寝
前
は
火
の
元
の
点

検
を
行
う
。

・ 

喫
煙
は
灰
皿
の
あ
る
所
で
、
寝
た
ば
こ

や
吸
殻
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い
。

・ 

ラ
イ
タ
ー
な
ど
を
子
ど
も
の
手
の
届
く

と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

・ 

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
、
暖
房
器
具
の
周
り

に
は
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

ま
た
、
給
油
は
火
を
消
し
て
か
ら
行
う
。

・ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

問
消
防
署
雄
武
支
署

☎
８
４
‐
２
０
５
２

消

防

歳
末
特
別
警
戒

北
海
道
社
会
貢
献
賞

雄
武
町
民
生
児
童
委
員
を
務
め
る
今
泉

幸
子
氏
が
、
民
生
児
童
委
員
と
し
て
永
年

に
わ
た
り
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
し

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
ほ
ど
北
海
道

社
会
貢
献
賞(

社
会
事
業
関
係
功
労
者)

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

今
泉
氏
は
、
23
年
間
民
生
児
童
委
員
を

務
め
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

受
賞
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
今
後
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
い
た

し
ま
す
。

↑伝達を受ける今泉氏（右）

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
長
表
彰

雄
武
町
民
生
児
童
委
員
を
務
め
る
石
井

幸
子
氏
、
川
口
宜
満
氏
が
、
民
生
児
童
委

員
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
、
町
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
の
福
祉
活
動

に
寄
与
し
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ

の
ほ
ど
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局

長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

石
井
氏
、
川
口
氏
は
、
12
年
以
上
民
生

児
童
委
員
を
務
め
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
賞
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

  Information

冬の生活支援を行っています！
広報おうむ11月号でお知らせしていますが、町

では、高齢者等の冬の生活支援事業として、対象世
帯に15,000円分の助成券を交付しています。

該当となる世帯でまだ申請されていない世帯
につきましては、お早めに申請願います。
◉対象世帯

本年度町民税非課税世帯で、30 年 11 月 1 日
現在、雄武町に住民登録があり、次のいずれか
に該当する世帯（生活保護世帯・福祉施設等入
所者世帯・医療機関入院世帯は除く）
・70 歳以上のみの高齢者世帯
・障害者手帳（身障 1 ～ 2 級・療育Ａ判定・精

神１級）を持っている人がいる世帯
・ひとり親世帯
◉助成額
 15,000 円分の助成券（1,000 円× 15 枚）
◉助成券で購入できる品目
 灯油、石炭、まき、暖房器具、冬用衣料、防寒具
◉受付終了日
 平成 31 年 2 月 28 日㈭※土、日、祝日は除く
◉受付場所・問い合わせ
 役場庁舎別館 保健福祉課社会福祉係

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
人
権
尊
重
の
大
切
さ
や
基
本
的
人

権
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
豊
か
な
人

権
感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、「
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

旭
川
地
方
大
会
で
は
、
81
校
１
８
０
０

編
の
応
募
が
あ
る
中
、
雄
武
中
学
校
の
生

徒
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

優
秀
賞

石
橋

美
咲
さ
ん
（
3
年
生
）

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

表

彰

に
、今
後
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

  Information

電話等通信体制の強化について
要望書を提出しました

9 月 6 日に発生した北海道胆振東部地震にともな
い、すべての固定電話や携帯電話、インターネット通
信が不通になり、数時間にわたって緊急通報などがで
きなくなりました。

人命にかかわる危機的な事態に陥ったことから、要
望書「災害及び大規模停電時における電話等通信体制
の強化について（要望）」を東日本電信電話株式会社
北海道東支店へ提出しました。

↑要望書を手に持つ雄武町長（左）と東日本電信電話
株式会社北海道東支店北見営業支店長吉尾氏（右）


